
宅
年
h

町
歩
に
油
、，唱
、
御
居
間
方
砲
の
如
〈
、
告
を
三
太
こ

ら
れ
て
持
筒
足
慢
と
な
り
、民
共
面
は
御
鐙
魁
者
三

一
元
新
番
組
に
列
L
、
新
知
百
三
十
石
を
受
け
た
。
富

一
E
廿
四
日
露
百
石
を
加
増
し
て
、
七
百
λ
十
石
夜
科

-

h

夫
と
殴
め
、
宜
保
こ
年

E
月
十
二
日
新
需
に
滋
み、

一
説
明
器
附
足
首
H
U

と
な
っ
た
。
七
左
衛
門
亦
三
男

一
一
時
朝
元
は
仙
石
町
に
薪
院
を
情
へ
た
も
の

弘
知
〈
、

一
百
五
十
石
物
顕
薗
と
な
り
、
主
替
の
火
街
頭
役
と
なョ

御
近
間
寄
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
賛
同
町
四
年
間
こ
月
一
一

一
女
を
務
げ
、
長
子
七
左
衛
門
は
符
間
足
向
か
内
俊
に

一
卜
三
年
況
月
古
口
悠
が
錦
外
山
市
野
に
政
限
し
た
郎
路
こ

一
っ
た
が
、
nE
は
直
接
吉
徳
の
口
速
に
よ
っ
た

4
の
と

一
日
大
槻
羽
元
郎
件
の
世
間
む
に
険
し
、
知
行
を
召
政
さ

一
以
地
し
て
組
外
の
士
分
に
列
L
、
一一
円
八
十
行
荷
受

-
こ
に
閉
山ζ
，
た
こ
と
が
あ
る
。
川
年
文
仙
石
町
か
ら
械

一
見
え
る
o
n誌
を
以
て
同
年
四
用
品
川
抗
日
石
測
所
町
の

九

た
。

一
け
、
次
子
長
左
衛
門
は
組
父
六
郎
れ
術
門
に
誌
は

‘
桜
に
近
い
所
に
巧
吉
川
思
し
た
の
は
、
育
館
が
籾

一
火
災
に
、
朝
元
は
一
=
十
人
組
及
び
手
木
組
の
足
艇
を

オ
ホ
ツ
キ
チ
ョ
ウ
ザ
ヱ
モ
ン
大
槻
長
左
衛
門

ナ
れ
、
待
問
足
的
円
か
ら
凶
方
御
歩
と
な
り
、
定
布
御
歩

一
元
の
邸
に
前
ろ
に
附
じ
た
の
で
あ
ら
う
o
十
四
年
間

一
率
ゐ
、
絡
の
細
工
所
に
於
い
て
製
せ
し
め
た
惣
銅
桐

七
左
衛
門
の
次
子
。
大
酬
明
朝
元
の
次
兄
、
叔
父
六
郎

一・
小
間
前
に
法
み
、
知
行
百
石
青
受
け
た
。
こ
の
u
N
在

一
九
月
什
凹
日
目
石
な
加
惜
し
て
ご
百
三
十
石
と
な

一
一
以
の
斜
を
周
ひ
て
消
防
に
従
う
た
。
滞
の
制
火
刑
一服

右
衛
門
に
代
っ

て
御
持
弓
足
軒
と
な
り
、
事
保
十
年
士
術
門
に
=
一回
目
が
あ
っ
た
が
、
長
そ
長
太
夫
と
い
ひ
、

一
り
、
制
外
組
に
斑

L
、
イ
沢
年
J
I

ご
月
J
I
一台
日
百
武

一
役
は
人
持
制
悼
の
士
を
光
て
る
例
で
あ
っ
た
が
、
制
元

一
一
月
六
組
御
歩
御
悩
方
御
用
と
し
て
主
十
四
山
を
受
二
御
坊
引
如
か
ら
大
小
将
組
の
士
に
列
し
四
刊
，h
十
石

一
イ
石
全
加

へ
て
一一
~百
八
十
石
と
な
h
、
十
七
年
正
用

一
は
近
哲
郎
で
之
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
同
年
十

け
、
元
文
元
年
八
且
新
知
百
石
を
得

て
御
歩
小
頭

ア
を
給
せ
ら
れ
、
次
止
町
長
次
郎
と
い
ひ
、
新
格
制
に
徴

一
十
六
日
百
石
そ
加
へ
て
凶
百
八
イ
石
と
な
b
、
大
小

二

一且

H
日
文
二
百
石
を
加
増
せ
ら
れ
て
、
品
開
九
百
入

凱
に
任
じ
、
覚
涯
元
年
十
且
相
明
日
朝
元
の
取
件
に
座

一
せ
ら
れ
て
百
三
十
石
を
受
け
、
Z
A
T

そ
七
之
助
と
い
う

一
将
利
に
斑
し
、
十
八
年
七
月
十
八
日
百
石
キ
一
加
へ
て

一
十
石
役
料
百
八
十
石
物
列
凱
と
な
h
、
二
年
八
月
期

し
て
入
牢
し
た
が
、
却
は
隠
四
年
稿
者
前
に
牢
死
L
一
た
。
川
し
て
長
左
衛
門
の
妹
は
持
問
足
料
川
間
刷
出
左

一
部
百
八
十
石
と
な
b
、
十
九
年
芭
月
十
六
日
百
石
を

一
日
二
百
石
役
料
五
+
石
背
加
噌
せ
ら
れ
て
、
職
千
百

た
o

一叶
術
門
に
録
し
た
が
、
理
左
衛
門
も
亦
地
ん
で
定
格
御

一
加

へ
て
六
百
八
十
石
と
な
b
、
同
年
抗
月
十
三
日
役

一
八
+
石
役
料
二
百
石
組
術
革
と
な
り
、
=
一
年
六
且
十

歩
小
一
服
班
と
な
り
、
百
石
を
交
汁
た
。

m
mの
人
大

一
料
百
百
十
石
荷
受
け
、
物
肉
強
と
な
内、

れ
を
内
政

一
五
日
二
百
石
を
加
増
し
て
、
千
三
百
八
十
石
役
料
二

槻
湖
元
ば
、
前
に
言
っ
た
七
左
衛
門
の
第
三
子
で
、

一
允
と
改
め
た
。
是
よ
り
先
靭
元
の
妥
が
裂
し
た
か
ら
、
一
一
白
石
組
印刷飢
と
な
り
、
四
年
七
且
朔
日
二
百
科
を
加

t
v
"
9
U
7
ν

一

一

七
左
衛
門
及
び
長
左
衛
門
の
別
で
あ
っ
た
。
朝
元
は

一
二
十
年
十
一
月
設
計
四
郎
太
郎
の
妨
中
.
婆
っ
た
。
四

一
唱
し
て
、
千
抗
百
八
十
石
役
料
二
百
石
組
問
川
と
な

冗
級
十
六
年
疋
月
元
日
そ
以
て
生
ま
れ
た
か
ら
、
こ
一
郎
太
郎
は
千
討
の
士
で
あ
っ
た
。
然
る
に
こ
の
新
袈

一
ーり
、
}此
年
疋
用
品
川
一
日
二
百
石
を
加
増
し
て
、
千
七

の
名
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
併
へ
る
。
幼
川
小
官
民野
披
者

一
は
制
後
五
J
H
で
、
吉
徳
が
閉
明
元
の
邸
に
臨
ん
だ
目
、
一
百
八
十
石
役
料
二
百
石
御
M
m
廻
附
肌
と
な
り
、
百
年

等
に
あ
っ
て
、
品
川
と
な
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

一
山
政
妬
に
よ
っ
て
庇
附
の
池
に
投
身
し
た
伐
能
的
せ
ら

一
十
二
月
三
日
三
百
石
を
加
同
情
し
て
、
二
千
八
十
石
役

叔
父
長
兵
衛
の
桝
益
子
に
な
っ
た。

れ
、
一川
文
二
年
前
川
修
班
知
似
の

K
者
援
っ
た
。

修

一
料
二
百
石
御
M
組
組
問
と
な
り
、
冗
保
元
年
一
一
且

H

C
一
)
籾
元
の
出
仕
l
平
保
元
年
七
月
前
川
綱
紀
の

一
却
は
家
老
俊
小
松
械
代
で
、
食
品
開
六
千
石
役
料
三
千

一
六
日
役
料
を
知
行
に
加

へ
外
に
二
十
石
青
附
し
て
、

時
、
明
元
は
初
め
て
附
子
育
佑
の
御
別
刷
切
で
と
な

一
行
の
士
で
あ
っ
た
。
綱
元
の
都
知
の
典
受
取
げ
る
に

一
二
千
三
百
石
と
な
b
、
初
め
て
人
持
組
に
出
み
、
こ

り
、
二
人
扶
持
・
金
二
械
や
得
た
。
こ
れ
は
御
幼
主

一
先
だ
ち
、
十

一
月
六
日
吉
徳
は
勾
外
大
一同
制
に
放
邸

一
年
正
月
叶
二
日
抗
百
石
そ
加
増
し
て
二
千
八
百
石
と

の
日
係
で
あ
る
。
八
年
一
泊
月
吉
徳
嗣
ぎ
、
=
一人
扶
持

一
L
、
郎
山
抑
制
元
の
郎
に
入
っ
て
室
内
従
飾
の
欣
を

一
な
り
、
同
年
十
二
月
」l
抗
日
広
百
石
を
加
増
し
て=一

切
米
十
依
と
な
り
、
九
年
十
一

月
烈
援
の
御
均
引
と

一
見
、
籾
沌
に
=
一
百
一閥
、
そ
の
母
に
~由闘
を
贈
り
、
畑

一
千
三
百
石
と
な
り
、
=
一年
十
二
月
十
五
日
一古
訓
討
を

な
っ
た
o
次
い
で
十
一
日
ヰ
正
月
十
六
日
一
一十
侠
青
加

一
阪
の
終
っ
た
後
間
十
円
目
、
山
肌
儀
と
し
て
樹
元
に
棉

一
し加
増
し
て
三
千
入
百
石
に
来
っ
た。

賜
せ
ら
れ
、
別
に
衣
服
科
銀
二
賀
沢
首
同
脅
受
け
、

一
代
千
疋
及
び
自
ら
得
た
肱
段
、
そ
の
母
に
稀
代
王
百

一
(
一台
〉
朝
元
の
生
活
|
羽
元
の
仙
石
町
の
邸
は
、
東
方

七
且
十
八
日
切
米
抗
十
依
そ
賜
う
て
包
帯
御
歩
抽
出
と

一
疋
、
そ
の
裂
に
約
十
抱
そ
附
白
、
別
に
鮒
民
十
本

・
一
=
一十
五
問
、
西
方
三
十
問
、
南
北
共
に
=
一
十
六
聞
に

な
b

オ
ホ
ツ
キ
チ
ョ
ウ
ダ
ユ
ウ

大
機
長
太
夫

大
槻

長
左
衛
門
の
子
。
初
名
を
羽
舟
と
い
う
て
御
居
間
坊

主
で
あ
っ
た
が
、
元
文
二
年
御
歩
組
御
民
間
方
と
し

て
五
十
依
を
領
し
、
凹
年
新
設
に
治
み
、
五
年
十
二

月
新
知
二
一
白
石
を
受
け
て
組
外
に
列
し
、
宜
保
二
年

百
石
を
加

へ
、
三
年
御
馬
廻
に
鴨
じ
、
百
況
」l
石
を

加
へ
、
延
苧
二
年
御
小
終
組
に
列
L
、
三
年
九
且
阪

に
依
っ
て
御
崎
廻
組
に
判
じ
、
W
H
延
元
年
十
且
十
六

日
大
槻
羽
元
の
事
件
に
座
し
て
訟
平
外
記
に
御
預
と

な
り
、
後
認
容
磁
人
・
前

m式
郎
に
預
替
へ
ら
れ
、

洗
脳
川
四
年
間
二
且
二
日
一
方
ケ
山
に
抗
さ
れ
た。

オ
ホ
ツ
キ
チ
ョ
ウ
ベ
エ

大
被
長
兵
衛

州

場

足

柄
か
ら
出
て
小
到
に
泌
み
、
亭
保
十
三
年
七
且
定
番

御
歩
と
な
っ

て
五
十
伎
を
受
け
、
元
文
元
年
十
二
且

同
小
印
刷
と
な
っ
て
百
石
を
領
し
た
。
そ
の
養
子
に
朝

元
が
あ
っ
た
。

オ
ホ
ツ
キ
ト
モ
モ
ト

大
槻
朝
元

〈
一
〉
靭
元
の

遅
刻
l
大
槻
靭
元
の
組
父
畏
左
衛
門
は
、
寛
永
中
初

め
て
滞
に
仕
へ
た
御
銭
飽
者
の
足
純
で
あ
っ
た
。
長

左
衛
門
の
子
七
左
衛
門
と
六
郎
右
術
門
は
、
亦
政
せ

オ
ホ

七


